
1 父　伊藤十蔵 2 母　伊藤琴子 3 1863(文久三)年　洋行前

遠藤謹助 博文
井上　勝

井上　馨 山尾庸三

5　1864(元治元)年　英国より帰国直後
4　1863(文久三)年　英国留学時代 博文　　　井上　馨

6　1865(慶応元)年　長崎出張時代
従僕三谷国松　高杉晋作　博文 7　1866(慶応二)年　長崎にて
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8　1867(慶応三)年
　　長崎出張時代
長谷川為治　吉井玄蕃
　芳川顕正　　博文

9 1867(慶応三)年　長崎にて
楊井謙三　　　濱田彦蔵

博文　　　英国領事館員

11　1867(慶応三)年
博文（後列右端）

10　1867(慶応三)年9月21日　長崎にて 木戸孝允（前列中央）

13　1868(明治元)年　
兵庫県知事時代
博文

国司純行　　田中光顕

12　1868(明治元)年　兵庫県知事時代
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15　1869(明治２)年　横浜にて

中井　弘　　久世喜弘
博文　　大隈重信　　井上　馨

14　1869(明治２)年　横浜にて

17　1870(明治３)年　米国ワシントンにて
芳川顕正　　　南　貞助

博文　　　　福地源一郎

16　1870(明治３)年
毛利公より拝領の紋服着用

18　1871(明治４)年　米国サンフランシスコにて 19　1870(明治３)年　米国にて
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20　1871(明治４)年12月　米国サンフランシスコにて

21　1873(明治６)年　参議兼工部卿時代

23　1879(明治12)年7月23日
日光満願寺にて前米国大統領
　　　グラント将軍と会見記念

22　1879(明治12)年　参議兼内務卿時代
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24　1882(明治15)年　ドイツ滞在時代 25　1883(明治16)年5月
ロシア皇帝即位祝典参列の直前
　　　グラント将軍と会見記念
　　　　ドイツ・ベルリンにて

26　1883(明治16)年10月　東京にて 27　1887(明治20)年
嗣子勇吉(博邦)　　博文 　　第１次内閣総理大臣時代
　次女 生子　　三女 朝子
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28　1890(明治23)年　紅葉館における
　　スタイン博士追悼会

29　1894(明治27)年
　　第２次内閣総理大臣時代

30　1895(明治28)年
　　第２次内閣総理大臣時代

31　1895(明治28)年11月

32　1897(明治30)年1月
　　大磯滄浪閣にて
　　　博文　　梅子夫人
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34　1897(明治30)年5月26日
カナダ・モンロワイヤール公園にて

33　1897(明治30)年1月
　　大磯滄浪閣にて
　　　博文　　山形有朋

35　1897(明治30)年6月
英国皇帝即位60年祝典参列のため
渡英の際ロンドンにて
　　博文（前列左より２人目） 36　1897(明治30)年7月4日
　　有栖川宮（中央椅子） 　　フランス・パリにて

37　1897(明治30)年頃

　　末松謙澄　　　西　源四郎
末松夫人　生子　　　　西夫人　朝子
　　博 文 　　　　梅子夫人
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38　1898(明治31)年4月2日 39　1898(明治31)年 40　1898(明治31)年　清国にて
大磯滄浪閣庭前にて 　第３次内閣総理大臣時代 　豪商　李泰章　　　博 文
　　大隈重信　　　博 文

41　1898(明治31)年9月20日 42　1899(明治32)年10月29日
清国皇帝拝謁後北京の日本公使館にて

43　1900(明治33)年　山口市亀山公園に
　　おける毛利藩主銅像除幕式にて
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44　1900(明治33)年 45　1901(明治34)年10月
　第４次内閣総理大臣時代 米国エール大学200年式典にて名誉博士の学位を受ける

46　1901(明治34)年12月　ドイツ・ベルリンにて

47　1902(明治35)年
　英国バス勲章を授与される

48　1903(明治36)年
　政友会総裁時代

古
谷
久
綱

時
岡
茂
弘

鍋
島
桂
次
郎
夫
人

都
築
馨
六

博
文

リ
ヒ
ト
ホ
ー
ヘ
ン
男
爵

井
上
勝
之
助
夫
人

水
野
幸
吉

井
上
勝
之
助

鍋
島
桂
次
郎

坂
田
重
次
郎

SAMPLE SAMPLE

SAMPLESAMPLE

SAMPLE



49　1904(明治37)年3月 50　1904(明治37)年6月　芝浜離宮における
韓国皇帝慰問特派大使として渡韓の際京城にて 　　大山巌満州軍総司令官出征送別記念

51　1905(明治38)年11月　京城にて

52　1905(明治38)年11月29日　京城にて
　　博　文　　　　長谷川好道大将

53　1905(明治38)年11月　
　　京城より帰国途中釜山にて
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55　1905(明治38)年12月8日　霊南坂官邸にて　
　　韓国より帰国復命直後

54　1905(明治38)年頃　

56　1906(明治39)年11月　厳島神社にて　

57　1906(明治39)年12月　東京にて　

58　1906(明治39)年12月26日　呉海軍工廠にて
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60　1907(明治40)年10月
　　皇太子（大正天皇）渡韓の際　京城にて

59　1907(明治40)年　神奈川県秦野
　　煙草専売局視察にて

61　1907(明治40)年10月
　　京城倭城台統監官邸前にて
　（前列左より）
　　東郷平八郎　博文　１人おいて　桂 太郎

62　1907(明治40)年9月
　　渡韓の際　笠置艦上にて

　　

63　1908(明治41)年　京城小学校巡視中
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64　1908(明治41)年 65　1908(明治41)年秋　東京にて 66　1908(明治41)年11月東京にて
　　大磯池の別荘庭園にて 　　博文　　李王世子 　　博文　　梅子夫人

68　1908(明治41)年11月
　　恩賜館における梅子夫人還暦祝記念

67　1908(明治41)年11月　梅子夫人

69　韓国統監時代京城にて
　　村田惇　　博文　　伊藤博邦

源
四
郎
長
女
清
子

博
邦
次
男
博
春

伊
藤
文
吾

博
邦
夫
人
多
満
子

博
邦
次
女
愛
子

末
松
春
彦

博
邦
長
女
琴
子

西
源
四
郎

梅
子
夫
人

博
邦
三
男
博
通

末
松
謙
澄

博
文

伊
藤
博
邦

博
邦
長
男
博
精

末
松
夫
人
生
子

伊
藤
真
一

謙
澄
養
女
澤
子

西
夫
人
朝
子

SAMPLE

SAMPLE SAMPLE

SAMPLE



72　1909(明治42)年1月
　　韓国皇帝南巡の際　釜山にて
　　（前列中央）
　　　尹徳榮　　韓国皇帝　　博文

70　韓国統監時代 71　韓国統監時代

73　1909(明治42)年2月 74　1909(明治42)年8月
　　韓国皇帝南北地方巡幸後仁政殿前にて 　　有栖川宮翁島別邸にて

　　有栖川宮威仁親王　　李王世子　　博文

75　1909(明治42)年10月 76　1909(明治42)年8月　大磯にて
　　渡満の際　鉄嶺丸船上にて
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77　1909(明治42)年10月　奉天にて 78　1909(明治42)年10月25日
長春(新京)における長春道台主催歓迎会にて

(博文は左列手前より７人目）

79　1909(明治42)年10月26日　ハルビン駅にて 80　1909(明治42)年11月4日
　(1)博文　(2)ロシア大蔵大臣ココフツェフ 　　日比谷公園内斎場へ進行中の霊柩
　(3)川上俊彦
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